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 自ら学び続ける児童を育てる算数学習 

１ 研究のねらい 

私は、児童に学ぶ楽しさを十分に味わわせ、自ら学び続ける児童を育てたい。学習指導要領解説総

則編(2017)には、「資質・能力を見に付け、生涯にわたって能動的（アクティブ）に学び続けるように

することが求められている」と、自ら学び続けることの重要性が明記されている。 

池野(2013)は、自ら学び続ける児童について「問題意識を醸成すること（一人ひとりが自ら問題を

つかみ、その問題に対して考えていこうとする意欲を引き出すこと）が重要な課題」と、自ら「問い」

を発見し、その解決に向けて粘り強く取り組むことが重要であると述べている。 

また、池野は「自らの学びに対して振り返ることにより、自らの『学びたい・伸びたい』という願

いを思い起こし、それに向けて自ら学ぼうとする態度を引き起こし、主体的な学びの態度を醸成して

いく」とも述べている。櫻井(2019)は、「授業内容について一定の理解がなされたり課題解決に成功し

たりした場合には、学ぶことの面白さや楽しさ、有能感（自己効力感）、充実感（自己有用感）が生じ、

自尊感情が高まる。こうした認知や感情を生じさせるには一定の基準で『振り返り（自己評価）』を行

うことが必要。後続の授業などでさらに自ら学ぶことを促す」と述べており、児童の感情に目を向け

て振り返りを行うことによって、学ぶ面白さや楽しさ、有能感が生じ、次の学習につながるとしてい

る。 

以上のことから、「自ら学び続ける児童」を自ら「問い」を発見し、その解決に向けて粘り強く取り

組み、自分の感情に目を向けて学習を振り返り、学びを価値付けていく児童とした。 

  これまでの私の実践では、問題を提示した後、解決の見通しをもたせることで、解決に進んで取り

組ませることはできたが、問題を教師が提示するのみで、児童に自ら問いを発見させることができて

いなかった。そのため、児童の認識が曖昧になるところを発問や問い返しをしてゆさぶりをかけるこ

とで、自ら「問い」を発見することができるようにしようと考えた。また、振り返りを行う場面では、

児童は私の指示に従って「振り返り」を行っているに留まっていた。振り返りの対象も、「答え」と「そ

の答えを導くには○○をすればよい」という最終的な結果だけが中心になる傾向があった。そのため、

授業について抱いた感情を尋ね、その感情を抱いた理由を考えさせることで、学びを価値付けていこ

うと考えた。 

そこで、「児童の認識にゆさぶりをかけて、問いを発見する活動」と「感情に目を向けて振り返り、

学びを価値付ける活動」の二つに焦点を当てて、研究テーマに迫っていく。目指す児童の姿は、例え

ば、２年「分数」の学習を例にすると、次のような姿である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 研究の内容 

 (1) 対象児童 １年生 26人 
 (2) 研究の手立て 

 手立て① 児童の認識にゆさぶりをかけて、問いを発見する活動 
予想される児童の誤答や誤概念など、児童の認識が曖昧になるところを発問や問い返しをして

ゆさぶりをかける。そうすることで、自ら「問い」を発見することができるようにする。 
手立て② 感情に目を向けて振り返り、学びを価値付ける活動 

   「今日の気持ち」を記入し、その感情を抱いた理由を学びの視点を与えて振り返らせる。そう
することで、自らの学びを価値付けることができるようにする。 

 (3) 検証方法 
   検証① 児童の認識にゆさぶりをかけて、問いを発見する活動 

児童の誤答や誤概念に発問や問い返しをしてゆさぶりをかけたことで、自ら「問い」を発見す
ることができたか、ノートやワークシートへの記述からつかむ。 

   検証② 感情に目を向けて振り返り、学びを価値付ける活動 
   「今日の気持ち」を記入し、その感情を抱いた理由を学びの視点を与えて振り返らせたことで、

自らの学びを価値付けることができたか、児童の活動の様子やノート、ワークシートへの記述か
らつかむ。 

３ 実践例 
 (1) 単元 「ひきざん（１）」（７／11） 
 (2) 本時の目標 「いくつ多いかを求める」場面で、ひき算の式にかいて答えを求めることができる

ようにする。 

主な教師の働き掛け 主な児童の反応 

 

 

 

 

 

Ｔ：どのような式になるかな。 

Ｔ：「６」と「２」って何の数ですか。 

Ｔ：メロンの６個からスイカの２個ってどうや

ってひくのかな。 

Ｔ：（あえてスイカの数図ブロックだけを操作し

て）スイカから２個取ったらメロン６個が答

えだね。 

 

 

 

 

Ｔ：今日の気持ちはどうでしたか。 

 

Ｔ：どうしてその気持 

ちになったのかな。 

 学びの振り返りレベ 

 ルを参考にして書い 

てみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ：「６－２」になると思います。 

Ｃ：「６」はメロンの数、「２」はスイカの数です。 

Ｃ：確かに…。どういうことだろう。 

Ｃ：数図ブロックを使って確かめたい。  

Ｃ：先生、ちがうよ。スイカの２個を取るのでは

なく、メロンから２個取らないといけないよ。 

Ｃ：メロンとスイカを一緒に取ったらどうかな。 

 

 

 

 

Ｃ：とてもよくできま 

した。 

Ｃ：初めはどうやって考えたらよいか分からなか

ったけれど、○○さんの「ペアでバイバイ」と

いう考えを教えてもらって、とてもよく分かり

ました。 

Ｃ：「片方バイバイ」の学習と同じで、「ペアで一

緒に片方バイバイ」することが分かってうれし

かったです。 

Ｃ：右側の数が多い時は、「ペアでバイバイ」する

ことができるのかな。 
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問題 どちらの ほうが なんこ おおいですか。 

めあて いくつ おおいかを しきに あらわして かんがえよう。 

【手立て➀】児童の認識にゆさぶりをかけて、問いを発見する活動 

【手立て②】感情に目を向けて振り返り、学びを価値付ける活動 


